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安 田 喜 憲   略歴
（ 環 境 考 古 学 者 ）
〈経歴〉
１９４６年　　三重県生まれ。
１９７２年　　東北大学大学院理学研究科修士課程修了。
１９７４年　　東北大学大学院理学研究科博士課程退学。
              広島大学総合科学部助手をへて、理学博士。
１９８８年　　国際日本文化研究センタ−助教授。
１９９４年　　同センタ−教授。現在に至る。（現在に至る）
１９９５年　　麗澤大学客員教授。（現在に至る）
１９９６年　　中日文化賞受賞。フンボルト大学客員教授。
１９９７年〜１９９９年
　　　　　　　京都大学大学院理学研究科教授（併任）
２００１年１１月　地球科学や生態学などのノーベル賞に匹敵するクロホード賞
　　　　　　　の候補に日本人としてはじめてノミネートされ、ノーベル財団の招
　　　　　　　待によりスウェーデン王立科学アカデミーで講演。

２００４年〜２００５年

　　　　　　　国際日本文化研究センター副所長
２００６年４月　スウェーデン王立科学アカデミー会員（現在に至る）

２００７年　　東京財団主任研究員（現在に至る）
２００７年１１月　紫綬褒章受章

２００８年　　稲盛財団環境文明研究センター所長（現在に至る）

〈プロジェクト〉

１９９１年〜１９９４年　文部科学省重点領域研究「文明と環境」、
１９９７年〜２００１年　
     　　　　文部科学省COE拠点形成プロジェクト「長江文明の探求」
２００６年〜２０１０年　文部科学省基盤S「年縞による高精度の環境史復元と

　　　　　　　稲漁撈文明の興亡」

　　　　　　ほか、経済産業省、環境省、日本経団連、東京財団などの委託研究事業

　　　　　　などのビッグプロジェクトのリーダーをつとめる。
〈専攻〉
　専攻は、環境考古学。古代文明の比較研究。
  「環境考古学」という新たな分野を日本で初めて確立した。
　１９８０年には、日本文化が森の文化であったことを初めて実証した。
　古代文明の盛衰と環境変動とのかかわりを世界的スケ−ルから研究し、自然科学と人文科学の学際的研究に取り組んでいる。
〈主な著書〉
【日本語の本】
　『環境考古学事始』（単著）           
（ＮＨＫブックス、1980年） 

　『世界史のなかの縄文文化』（単著）    
（雄山閣出版、1987年）
　『森林の荒廃と文明の盛衰』（単著）    
（思索社、1988年）
　『文明は緑を食べる』 （単著）         
（読売新聞社、1989年）
　『気候と文明の盛衰』（単著）         
（朝倉書店、1990年）
　『人類破滅の選択』  （単著）          
（学習研究社、1990年）
　『大地母神の時代』（単著）　　　　　　
（角川書店、1991年）
　『日本文化の風土』（単著）            
（朝倉書店、1992年）
　『気候が文明を変える』（単著）        
（岩波書店、1993年）
　『蛇と十字架』（単著）                
（人文書院、1994年）
　『森と文明』（鶴見精二と共訳著）

（晶文社、1994年）
　『縄文文明の発見』(梅原猛と共編著） 
（ＰＨＰ、1995年）
　『講座・文明と環境　全15巻』（梅原猛・伊東俊太郎と共編著）
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（朝倉書店、1995〜96年）
　『森と文明の物語』（単著）            
（筑摩新書、1995年）
　『森のこころと文明』（単著）          
（ＮＨＫ出版、1996年）
　『森の日本文化』（単著）              
（新思索社、1996年）
　『縄文文明の環境』（単著）            
（吉川弘文館、1997年）
　『森を守る文明、支配する文明』（単著）
（ＰＨＰ新書、1997年）　　
　『図説　日本列島植生史』（三好教夫と共編著）   (朝倉書店、1998年）
　『東西文明の風土』（単著）　　　　　　
（朝倉書店、1999年）
　『日本考古学』（編著）　　　　　　　　　（有斐閣、1999年）
　『大河文明の誕生』（単著）　　　　　
（角川書店、2000年）
　『環境と文明の世界史』（石弘之・湯浅赴男と共著）（洋泉社新書、2001年）
　『地球文明の寿命』（松井孝典と共著）　　　（PHP研究所、2001年）
　『龍の文明・太陽の文明』（単著）　　　　　 (PHP新書、2001年)

　『環境考古学のすすめ』（単著）　　　　　　（丸善ライブラリー、2001年）
　『古代文明の興亡』（単著）　　　　　　　　（学研M文庫、2002年）
『日本よ、森の環境国家たれ』（単著）　　　（中公叢書、2002年）
『敵を作る文明　和をなす文明』（川勝平太と共著）（PHP研究所、2003年）
『古代日本のルーツ 長江文明の謎』（単著）　　　　（青春出版社、2003年）
『対論 文明のこころを問う』（小林道憲と共著）（麗澤大学出版会、2003年）
『魔女の文明史』（編著）　　　　　　　　　　（八坂書房、2004年）　
『環境考古学ハンドブック』（編著）　　　　　（朝倉書店、2004年）　　
『文明の環境史観』（単著）　　　　　　　　　（中公叢書、2004年）
『長江文明の探求』（梅原猛と共著）　　　　　（新思索社、2004年）
『気候変動の文明史』（単著）　　　　　　　　（NTT出版、2004年）
『巨大災害の時代を生き抜く』（編著）　　　　（ウェッジ選書、2005年）
『龍の文明史』（編著）


　 （八坂書房、2006年）
『山岳信仰と日本人』（編著）　　　　　　　　（NTT出版，2006年）
　『文明の風土を問う』（共著）　　　　　　　　（麗澤大学出版会、2006年）
　『一神教の闇』（単著）　　　　　　　　　　　（筑摩書房、2006年）
　『５万年前』（監修）　　　　　　　　　　　　（イーストプレス，2007年）
　『環境考古学事始』（単著）　　　　　　　　　（洋泉社、2007年）

　『続く世代に何を渡すのか』（共著）　　　　　（武田計測先端知財団、2008年1月）
　『生命文明の世紀へ』（単著）　　　　　　（第三文明社レグルス文庫、2008年2月）

【英語の本】
『Forest and Civilisations』(ed.)            (Roli Book,2001)

『Origins of Pottery and Agriculture』(ed.)  (Roli Book,2002)

『Monsoon and Civilization』(ed.)           (Roli Book,2004)

【中国語の本】
『稲作陶器和都市的起源』（厳文明と共編著）　（文物出版社、2001年）
『長江流域青銅器文化』（高崇文と共編著）　　（科学出版社、2002年）
『神話・祭祀与長江文明』（編著）　　　　　　（文物出版社、2002年）
『森林日本文化之母』（編著）　　　　　　　（上海科学技術出版社2002年）
　『城頭山』（何介鈞と共編著）　　　　　　　（文物出版社　2007年）

